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＜巻頭言＞ 

 

酪農試験場の果たすべき役割 

 

 

酪農試験場長 大坂 郁夫 

 

地域対応場として親しまれてきた「根釧農業試験場」という名称は、平成 30 年度に全道の草地酪農研究

の中核拠点として酪農試験場に改称されました。時代の流れにともない、名称だけでなく酪農試験場の果た

すべき役割も変わる時期に来ています。 

 

これまで酪農研究は、飼養規模拡大、生産性の向上(一頭当たり乳生産量、単位面積当たりの草量)を目

指して、研究分野ごとに技術開発を行い、一定の成果を示してきました。一方で労働力不足や、輸入穀類飼

料への依存による経営の不安定さ、栄養のアンバランスに起因した疾病率増加および繁殖率の低下が大き

な問題となっています。今後は、飼料生産と飼養との関係、飼養や施設と疾病や繁殖との関係等、横断的な

研究や、これらの成果を基に、ＩoTなどを活用することが、より需要であると認識しています。 

 

酪農は、他の家畜（肉牛、豚、鶏）と比較して、地域飼料基盤（≓粗飼料）の依存割合が高い産業です。北

海道の酪農家戸数は 5,970 戸(令和元年 北海道の酪農・畜産をめぐる情勢)ですが、8 割以上が道東(十勝、

根釧、オホーツク)と道北(宗谷)に偏在しています。これらの地域で見ても、気候や土壌の違いにより、安定的

に収穫できる飼料作物や草種は違います。また、毎年 200 戸程度の酪農家戸数が減少していますが、その

大半は飼養規模の小さい酪農場です。中小規模の酪農場割合が多い地域ではコミュニティの崩壊が危ぶま

れ、大規模化した酪農場が少数あるよりも、中小規模の酪農家が多い方が望まれます。このように、北海道

でも地域の飼料基盤が異なれば主体となる自給飼料や乳量水準は異なりますし、乳量水準や飼養規模が

異なれば必要な技術も異なります。 

 

これからの酪農試験場の研究は、土・草・牛それぞれの分野についてニーズに応じた技術開発することに加

え、「北海道型酪農とは自給飼料主体で飼養すること」、という考え方を、もう一歩発展させる必要がありま

す。具体的には、地域の風土に合った主幹粗飼料の選択と品質・生産性の向上や新規飼料の可能性に関

する研究、地域の飼料基盤を最大限活用して、繁殖性向上、疾病低減に主眼を置いた牛群単位(≓農場単

位)で乳生産を向上させる研究、そして最終的には、飼養形態に合わせた技術の選択と経営評価をパッケー

ジで提案し、関係機関と連携しながら生産現場に定着させる、ということも重要な役割となるでしょう。 

 ＴＰＰ１１や日ＥＵ・ＥＰＡなど国際競争が厳しさを増し、乳製品などへの影響が懸念され、ま

た、農家戸数の減少や高齢化が進行する中、本道酪農の競争力を強化していくためには、低コスト

で高品質な生乳生産が不可欠であり、自給飼料に立脚した草地酪農を確立することは喫緊の課題と

なっています。 

 道総研では、草地酪農研究の加速化を図るため、限られた人員の中で全道を効率的・機動的にカ

バーできる研究体制の見直しを行ってきました。 

 平成 28年度は、全道の草地酪農研究の中核拠点に根釧農業試験場を位置づけ、畜産試験場、北見

農業試験場、上川農業試験場天北支場などの関係場との適切な役割分担のもとで草地酪農に関わる

研究体制を強化しました（担当研究部長を根釧農業試験場に新設）。 

 平成 29年度は、根釧農業試験場の研究部を酪農研究部と草地研究部に改編し、上川農業試験場天

北支場に根釧農業試験場の研究主幹 3人を兼務配置して、根釧農業試験場との連携による草地酪農

研究機能を強化しました。 



 

 酪農試験場において、令和元年度にとりまとめた研究成果および研究情報の要約と、試験

場が主催した主な行事を掲載しました。酪農の生産・普及・行政の現場でご利用下さい。 
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  詳しい情報や内容に関するお問い合わせは、各担当者にお寄せ下さい。この資料中の成果名は要約

版です。お問い合わせ・検索にはカッコ書きした（課題名）をご利用下さい。これまでの研究成果に

ついては、インターネットで情報を提供しています。併せてご活用下さい。 

◆酪農試験場（http://www.agri.hro.or.jp/konsen/konsen1.html）から「研究成果」を選択 

◆農業技術情報広場（http://www.hro.or.jp/list/agricultural/center/index.html）から「研究成

果」を選択 

   


